
北太平洋産オ小セイの系統群とその混合

奥　本　直　人

先軋あるテレビ番組でオットセイの物まね虐し

ているのを見た・しかし，その仕ぐさから判断する

と，動物断水族翫どでよく見かけるアシカの曲

芸とそっくりで・他にもオットセイとアシカが混同

されているので軌いかと思う場面せしばしば見る

それでは一オットセイとアシカでは，どこがどの
ように違うのか？

オットセイは分類学的にはアシカ科に属している

ので似ているのも当然であろう・分類的解剖学

的な軋い速いは別として，外見的に托オットセイ

の頭部は比較的円いが・アシカはやや長く，体の色

沢にも違いが見られる・とはいっても，一見して速

いを指摘することは軋く日加寺に比較すると「な

るほど！」と思うが，別々に見ると「？」という場

合が多く・美麻出場慣れないと区別がしにくい．

現在，わが国ではオットセイの緒獲および飼育は

ほとんどできない状況にある・それは，園的こは

「北太平洋のおっとせいの保存に断る暫定集札

によ。・国内的には・この柵に基づく「膿虎鳥的

獣猟獲取崩溢」によってすべてが棚されており，

政府（水斬）が晦研究を目的とナる雛にのみ

可能である・したがって一曲芸をするオットセイは

もちろん，動物的水族凱どでも一般の目に触れ

る機会は少ない・また・過去においても葺をするオ

ットセイの例は少なく・その多くはアシカ（カリフ

ォルニア・アシカ）であることから考えても，オッ

トセイとアシカとが浪岡されているのではないかと
思う場面が多い．

本紙オットセイとアシカとの違いを冶じるの
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が目的ではないので粗いことは省き・オットセイ

漁業の馳分軸よび標識調査の歴史などの蝋

を述べ，その後に繁殖鳥での行動生態庖中心に，克
統群とその混合問題についてふjtる．

1・オットセイ漁業の歴史

オットセイ漁業はその毛皮を獲得するために，18

・世紀ごろから盛んに行なわれるようになったといわ

れている・オットセイの毛皮は他の海産帆類（ラ

ッコを除く）とは連って，荒毛の下には乗かい鋸

が密生しており・兼毛を剛除くとコートやショー

ルなど高級装身具としての利用度が高く，各国が飯

って舶ナるように恒たのでオットセイの資凱

みるみるうちに減少した・そこで繁殖烏を領土と

している国（当時の乳軌はそれぞれの立鴇で保

護施鮎削るようになったが，独自に実軋たた

めに鮒や取締りなどの問儲且繁殖島をもたずに

海上で輔凱ようとナる酎とくに当時の英国）と

の間に紛争が鮎ず，保護の効果もあまりみられ尤

そこで－米国の呼びかけによって閲係各国（当時

の日・米・英・露）が臥合いを行ない，1911年

（明治44年）に初めて保護を目的とした条約が鋸

れ①北如0度以北の太平洋での海上猟諷②密

猟船に対する港の使用および⑨毛皮の輸入などを

禁止し・さらに海上相を禁止したことによる榊

として繁殖島を所有する国は・資源t尤応じて繁

殖島をもたない国はもちろん，それぞれの国に桐

島で商業猟殺した10～15％を配分ナることなどが

その後，第二次世界大戦となり・わが国は海上猟

嫌を実凱たことがあったが，戦後の1光7年に
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日，脇机ソの4カ国によって再び条約が締結さ

jL今日に至っている・

畑の主な内容払オットセイ資渡の最大持続的

蛸を達成するために必要な施策を決定する協同研

鮒働槻定され・研究目的以外の海上猟獲を全面

裾二禁止し，商業的な猟毅は「北太平洋おっとせい

紺会」の承経の下に繁殖島でのみ実施され，配分

もまた規定されている・

2．オットセイの分布

ォットセイの年間生活周期は，繁殖期と趨冬期と

に分けることができる・

鮒糊は，おおよそ6～9月ごろ（最盛期は7月

l川～8月上旬）で，繁殖島は極く限られている・

現払確認されている繁殖（緒）島は5箇所で，

代ノ弼な島はベーリング海東部のブリビロフ諸島

（棉i．セント・ポール島とセント・ジョージ島），

′ミーリング海西部のコマンダー諸島（ソ領，ベーリ

ング鳥とメドニー島）．および樺太東岸のロベン島

（ゾ領・旧海約島）などがあり，他に規模の小さい

千山列島の中部岩礁地帯とカリフォルニア州沖のサ

ン・ミゲル島が知られている（第1図）．なお，千

舟列島は1879年ごろに発見され，その後絶滅した

といわれていたが，1957年に再びコロニーが発見

され，復活が確認された．また，サン・ミゲル島は

1968年に初めて発見された新しい繁殖島である．

これらの繁殖鳥には，さらにオットセイが群棲す

るルッケリーが形成され，おおむね　セント・ポー

ル島には6箇所（Zapadni－1・ToIstoi，Luknnim－

KitoYi，Re舐　Polovina，North－eaStPoint），セン

ト・ジョージ島に4箇所（North，Ea的　Staray8，

Zapadni－2），ベーリ　ング島（Northern，North－

westem）およびメドニー島（South－eaStern，Urilie）

にそれぞれ2箇所が存在している（第2図）．

代表的なルッケリーの構成は，中心に雌獣をした

がえた雄獣（ノ、レム・プル，年齢10歳ぐらい）が

それぞれの縄張りを確保して群居し，その周りには

雌軟をともなわないが縄張りを確保している雄獣

（チリトリアル・プル，7～10歳ぐらい）が点在し

て′、レム・グランドが形成され，出産，交尾，授乳

などの繁殖（生殖）活動に直接関与している．ま

た，少し離れた所には生殖活動に参加しない独身雄

獣を中心とした集団のバチェラー・グランド（ホー

リングランド）が形成されている，これが商業猟毅

の対象となるが，それを逃れた雄獣は生殖予備軍と

して残留し，後に／、レム・ブルとして活躍する（第
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第1図　北太平洋産オットセイの繁殖島．越冬水域．および回遊経路．

遺伝1980年2月号（34巻2号） ＝＝＝三三＝＝＝＝＝＝己　59　＝；；＝＝＝三



算2回各繁札ものルッケリーとその位乱

3回）．

このようにして繁殖期を終えたオットセイは海上

生活に入り・徐々に南下して越冬水域に向う．越冬

水域としては・アラスカ湾～カリフォルニア州沖の

東部太平洋一札北海道～三陸沖の醐太鞘一札

および日本海などが知られており・高齢雌獣の南下

が最も早く・最盛期には南限近くに分布するが，高

齢雄獣はあま。南下せず・北部水域に比較的多いこ
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とが知られている．

3・棟撫璃萱の歴史

過去の研究では・外部形態や毛皮の亀沢などか

ら・北太平洋産オットセイは各繁殖（緒）島によっ

て別種・または亜種として扱われたこともあった

が，その後・頭骨などの比較解剖学的研究から違い

が見付からず・オットセイ〔a瓜加砧粗目拙壷舶

遺伝19約年2月号（別巻2号）

●：雌猷を伴った雌猷（ハレム・プル）
0；ぱ獣を伴わない雄猷
・：■猷
X：独身雌猷（ホーリングランドーバチェラー・ダランM

第3図　ルッケリーの一般的構成図．

（LillnaeuS））に統一され，系統群（種族）の研究に

日が向けられるようになった．

また，棟識調査は．当初資源学的研究を主目的と

していたが，その過程の中で繁殖島間の交流が確認

され　同時に系統群が問題となった．

この調査は繁殖島を領有する国が実施しており，

ill’くは1750年代にセント・ポール島でその年に生

まれた仔獣の耳を切り落して放流したところ，翌

吼　そのオットセイがかなり回収されたといわれて

いる．その後，①Clipping（耳を切り落す方法），

⑧Branding（焼印を押す方法），⑨金属標縫（金属

札を鱒脚の根もとに着ける方法），および④マーク

（鰯脚の一部をカットする方法）などの方法が試み

られたが，本格的な調査は金属標識（モネル合金）

1こよって，セント・ポール島では1947年，セント・

ジョージ島では1956年，ロペン島では1957年，

コマンダー拝島では1958年からそれぞれ実施され

るようになった．

しかし．その後米国は，①生長阻害，⑧死亡率の

増加，および⑧標識の脱落などの弊害があって有効

な方法ではか、として1969年からマーク方式に変

更した．そのため，ルツケリーの織別が中止される

と同時に，他の繁殖島および海上での回収が金属標

識時代より著しく減少したなどの問題が新たに生じ

た．これは，マーク方式に対する慣れの問題が大き

いと思うが，発見しにくくなったこともまた否定で

きない．

一方，ソ連は現在もなお金属株臓を実施してい

る・そこで，その実例を第4図に示した．図にみら

米国の探嬢

1967年度．セントポール劇（P0lo、・im）

ソ連の様溝（1967年以腑〉

1兆7年．ベーリング島（Nol・th－“1eslern）

ソ連の標嬢（1968年以降）

1973年度．ロベン島

第4周　オットセイの横縞．

れるように，アルファベット2文字は棟織年度と場

所（繁殖島）を表わし，最初の文字は年度によって

変わるが（例‥A－196札B－1粥9，…），つぎの文字

は固定され，コマンダー緒島のベーリング（Bering）

島はB，メドニー（Medny）島はM，そしてロペン

（Robben＝Tjuleny）島はTを使用し，数字は棟織

番号とともにルッケリーをも識別できるようになっ

ている・なお，この表示方式は1968年から実施さ

れ，1967年以軌　および米国の使用した標識は，

同じく第4図に示すように，アルファベット1文字

を使用して棲識年度を，数字は番号とともに標識場

所（繁殖島とルツケリー）のすべてを表わしてい
た．

ところで，この調査結果を解析するためには標織

を回収しなければならない．その方法は，独身棟獣

（2－5歳）についてはすでに述べたように商業猟殺

時に回収されるので資料は豊富であるが，繁殖（生

殖）活動に直接参加している高齢雉獣および雌獣は

猟殺の対象から除外されているために十分な資料を

得ることができない．しかし，プロビリp7諸島産

の雌獣については，資源量が増加したこともあって

1956～1％8年（1966年を除く）に一時商業猟殺を

実施したので，その間の資料が得られた．

一方，海上では調査の際に回収されるが，その頭

数が少なく，したがって劉阻年級棟識場所およ

び性別などの検討を行なうためにはさらに少ない数

字となる．

4．繁殖島における行動生態と系統群および

その混合

繁殖期をむかえたオットセイがどこに戻るのか？

自分の生まれた島／ルツケリーか，あるいは他所に
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まず・ルッケリー数の多いプリビp フ軸 産オッ い勧 斬 れた・掛 、えば，セント・ポー相 で

トセイの 2～5 歳劇港ルッケリー単位でみると・堆 棚 が最も多く・P ベン島で少なく，その蜘 島内

獣は5歳ごろから・雌獣は3歳ごろからホームル に形成紬 ているルッケリー数との関係が深いこと

ツケリーへ帰バ くる割合が高くなり膏 齢および を示している・すなわち，ロベン鳥は単一のルッケ
性別による違いがみられた （第1表および第2 表）・ リーであるが・セント・ポール島は6栃 も 島内

これは納 （生薙）活動との間係が深く・雄獣欄 に移折 る場所が多く・それにともなって知 も多

約4歳で帆 こ成熟するといわれているが，矧 こ くなり・とくに，隣接するルッケリー間で高い億が

生殖活動に参加する・いわゆる社会的成熟年齢が7 待られた（第3表および第4軋

鮎 上であるのに対して，雌獣は4酎 初出射 る その中でも湖 の多い所・・少ない所，また浪人

ものが多いので・3歳机 生糊 に拗 しなけれ の多い所，少ない所など・ルッケリーによってそれ

ばならない・したがって，生殖活動に参加する輔 ぞれ柵 がみられる・そこで・これらの性鮎 もと

になるとホーム・ルッケリーへ回帰ナる割合礪 く に・①回卿 多く浪人は少軌 ②回帰，混入がと

な。・また性別忙よる違いも拗 輔 の針 から生 もに多い・⑧回帰，混入がともに少ない，④印 が

じることを示している・以上のことから，オァトセ 少なく仁畝 は多い，および⑧いずれにも属さか

イの回帰性は後天的に確立されるものといえる・ 型・の5型に分けられ－これらを・①楓 ②集

同じ繁殖鳥の中にあるルッケリー間の棚 交流を 合，⑧蝕 ④輸 および⑥棚 型ルッケリーと

みると繁殖烏によってそれぞれ速い，回帰する割合 それぞれを名付けた．
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第4表 ブリビロフ緒鳥産オットセイ棚 獣（2－5歳）のルッケリー別回収個体数，1鉱6－1％2年．
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この性質は．同一ルッケリーであっても性別によ

って違う場合もあった．これは，性別の年齢によっ

て異なる生活の場，すなわち回収場所が挫獣はホー

リン・グランド，雌附まハレム・グランドであるた

めに生じた性別による特徴とも考えられるが，雌獣

の猟穀が繁殖期の終りで／、レムが崩繊ナるころに実

施されたために，完全な特徴をつかむことができな

かったのではないかという疑問も残り，さらに今後
の検肘が必要だと思う．

また，このような性質恥ルッケリーの環境およ

び立地条件によって支配されると思われ，たとえ

ば，平地が少なく岩場の多いLukanin－Kib，iでは

分嵐平地で十分な面積をもつNor山一eaStPoi叫

apadni－1では集合，資源量が比較的多いReefや

は混合・ときには分散などの傾向がみられ，獣群の

多い所に必ずしも集まるとは限らず．平地で十分な

面積をもつ地域に比較的集まり，岩場もしくは狭い

地域では浪合もしくは分散の性質を示す傾向がみら

れた・これらの仕掛も資源管乳とくに生き残り

を考えなければならない撞獣の商業猟殻の軌こ考慮

しなければならない問題である．

6歳以上の高齢雌獣の回帰する割合は，全体的に

は8－9歳ごろが最も高く－妊娠率の最も高い時期

と‾致し・さらに高掛こなると妊娠率の低下ととも

に回帰もまた減少の傾向を示しており，先に述べた

繁殖活動との関係をさらに裏付けている．

つぎに・隣接する繁殖島間を比較すると，ブリビ

Pフ諸島ではセントジョージ島からセント．ポ＿

ル島へ・コマンダー拝島ではメドニー島からベーリ

ング島へと移動する割合が高く，移動の備州がみら

れ・これは・先のルッケリー間の交流と同じく環境
の影響が大きいと思われる．

一九　3大繁殖島間では，ロペン島は移動交流が

ほとんどないので独立した系群であることが明らか

とな，・ブリビpフ諸島とコマンダー諸島とでは若

干の交流がみられるが，統計学的に無視できる数字

であるから・この両措島群もそれぞれ独立した系群
であると考えられる．

以上のように，北太平洋産オットセイは若干の移

動交流をみながらも，繁殖（躇）島によって分けら

れる3繁殖系群・すなわち，①どリビロフ系群，②

コマンダー系群・および③ロベン系群が明らかにさ
れた．

＝＝＝ココ　64三三≡＝

5．海上での混合

越冬水城での混合の問題は古くから論議の的であ

った・というのは・もし・海上猟獲が行なわれるこ

とになると，西部太平洋および日本海で越冬するオ

ットセイ群はどこ起源（系群）のものが多いか，ま

たどのように混合しているのかを知ることが．軸

の系鮮別管理をするうえで重要な問眉となる．そこ

で－海上での標識獣の回収から推定が試みられてき

たが，回収頭数が少な・く，また調査の条件が必ずし

も十分ではないこともあって，兼だ結鮪を得引こ至
っていない．

過去の結果をまとめると，西部太平洋水域では各

繁殖系群のオットセイが確隠され，中でもロペン系

の回収が最も多いことから，当水域ではロペン系が

主群で，コマンダーおよびプリビロフ系の混入が推

察されている・日本海では大部分がロペン系で占め

られていて，他か・ら絶入が少なく，東部太平洋では

ブリとロフ系が主群で，コマンダー系が僅かに浪人

し，当机・ペン系はほとんど来遊しないと患われ

ていたが，その後，サン・ミゲル島でロベル島起敵

の標識獣が確認されて以来，極くわずかながら浪人

すると考えられるようになった．

以上に述べたように，越冬水城での混合の間組

は・標識調査忙依存するだけでは容易に解決するこ

とが難しいので，生化学的および集団遺伝学的研究

も進められている・すなわち，遺伝的形質をもとに

して系統群を再確認し，その結果から海上での混合

率を推定しようとするものである．

今までに研究が行なわれた形矧ま，ヘモグロビ

ン，トランスフェリン，ノ、ブトグロビン．血清エス

テラーゼなどがあり，トランスフェリンに多型が確

認された・木型はて存㌔と7笹“●との2対立遺

伝子から成る3表現型（A，Bのホモ型とABのヘ

テロ型）が，成獣および胎仔に観察されたが，本形

質から系群を確かめることはできなかった．

その後，種々のアイソザイム（iS〇五ymめによる研

究も行なわれ，PHI（pbo早pheob追㌍i恥merase）や

peroxida8eなどにも多型が確認されてきたので，

今後その実態が明らかにされると思う．

6・千島列島およびサン・ミゲル島の系統群と
その混合

遺伝19㈲年2月号（鋸巻2号）

細の標職調査は，千島列島では1963年から・

サン・ミゲル島では1兆8年と1975年にそれぞれ

実施されているが・商業猟殺が行なわれていないの

で，千島列島では標識獣だけを対象とした猟殺によ

り，また－サン・ミゲル島では目視観察によって・

それぞれ調査が行なわれている・

その結果，千島列島では1967～1977年の11年

脚こ151頭が騨査され同島で標識したもの48頭

（31．8％），ロペン郎2頭（弘4％）・コマンダー諸

島亜頭（弧5％）・およびブリビp7緒島5頭

（3．3％）がそれぞれ回収され　それによって各系

群の混合が観察され・中でもロベンおよびコマンダ

ー系が多く出現した・

サン・ミゲル島では目視によって観察が行なわれ

ているため，同一個体がその年によって発見された

り発見されなかったりするが，1兆8～1977年の10

年間で建べ239頭が観察され，棟憺場所別にみた年

平均の観察頭掛も　同島で標識（1968年に実施）

したもの13．5頭（7～22頭），プリビpフ諸島7・5

頭（1～15頭），コマンダー諸島1・6頭（0～3頭），

およびロベン島1．3頭（0～4頭）で，ブリビロフ

系が多く発見された・

以上の結果，千島列島はPペンおよびコマンダー

系の混合静．サン・ミゲル島はプリビロフ系がその

主群と思われるが，資料数も少なく，また調査の方

法も十分とはいえないうえに，兼だ発展的な段掛こ

あるので．今後の研究によってさらにその実態が明

らかにされるであろう．

おわ　り　に

以上，横線調査をもとにした系統群およびその混

合について述べてきたが，条件および方法など未だ

問題点が多く残されている．したがって，越冬水域

における浪合の問題も容易に解決できない現状にあ

るので，今後，遺伝形質をもとにした生化学軌集

団遺伝学的研究により，さらに詳しい実態が明らか

にされるであろう．
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